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日本語のテクストでモダリテイ表現が用いら

れた場合、特に関係過程節を利用してモダリ

テイが表わされた場合 (例 :Ⅲ彼は遅刻して

くるJこ とがある)の分析法を論じたもの。「こ

とがある」が階層下降して動詞群 (述部)の
一部となると考えるか、「ある」が独立して

述部を成すと考えるか、どちらの分析法をと

るかによつて、述部がどこか、節の過程型が

πかが違ってくるため、分析に大きな影響を

与える。こうした例をどう分析すべきか、ま

たその判断基準は何かを、いくつかの文法テ

ストを提案しながら論じた。

学会発表「日本語のモダリ

テイ :階層下降か文法的比

喩か」
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日本語テクストをどのような基準や指標を基

に節区分するかについて、厳密な基準を確立

するのが目的。日本語の節境界認定に問題が

生 じる可能性があるのは、う述語として機能

すべき動詞 形容詞・名詞群が明示されてい
ない場合、工)動詞・形容詞が述部以外の機能

を担っているようにみえる場合、五う動詞群

形容詞洋が動詞辞・形容詞群複合の一部とし

て機能しているようにみえる場合、iv)名詞が

接続詞類と同じように機能しているように見

える場合である。本稿は、これらの実例を示

すとともに、どこに節境界を設けるかの具体

的判断基準を提案した。

論文「機能文法における節

境界の問題と認定基準の提

案」(佐野大樹、水澤祐美子、

伊藤紀子との共著)
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日本語テクストを過程構成の側面から分析し

ようとした場合の、状況要素に焦点を当てて

論じた。

日本語では、状況要素を具現する文法要素が、

名詞辞、後置詞旬、形容詞群、副詞群、動詞

群など多岐にわたると考えられるが、これら

の要素は、参与要素、あるいは節との境界が

あいまいなことが多い。そのため、状況要素

と参与要素・節の違いを整理することで、状

況要素を具現する文法要素を明確にし、日本

語の状況要素選択システムの一案を提案し

た。

論文「日本語の

CIRCUMSTANCE System

について」

機能言語学の一派である選択体系機能理論

(SyStemlc Funcional Theory)の 理論枠組み

に基づき、日本語のモグリテイ表現を、意味

や機能からカテゴリー化すること、特に「主

観性 (SubieCiVitbア )」 の観点から体系的に分類

することを試みた。主観性とは、蓋然性や頻

度、義務性など、モグリテイにまつわる判断

を「誰が下したか」を表わすシステムである。

また、この分類に基づいて 1つ の論説をテク

ス ト分析することで、筆者が、さまざまなモ

ダリテイ表現を巧みに利用することで、自分

の主張を「客観的に正しいJも のとして構築

しているさまを例示した。
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論文「日本語のモグリテイ :

「主観的」表現と「客観的J

表現
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